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広
報

大漁を期して新造船が行く！
誰
彼
も
あ
ら
ず一
天
自
尊
の
秋蛇
笏

鬼

あ

ざ

み

の
花

が

、

道

端

で

ド

ラ

イ

フ
ラ

ワ

ー

の
よ

う

に

枯

れ

た

ま

ま

立

っ

て

い

た
。

秋

も

も

う

す

ぐ

過

ぎ

る

。

県

内

各

地

で

、

文

化

○

○

と

い

う

催

し

が

盛

ん

で

あ

る

。

文
化

っ

て
、

何

ご
そ

っ
と
思
う

。

「
上

は
金
よ

り

高

い
ん
だ
よ

。
」

と
あ

る

人

が
教
え

て
く

れ

た
。

「
茶

碗

を

ご
ら

ん

。

あ

れ

は

土

さ
。

そ

机

を

人

聞

か

形

に

し

た

ん

だ
。

光

悦

の

作

っ

た

の

は

何

億

円

も

す

る

ん

だ

よ

。

」

ア

ッ
・：

と
思

っ

た
。

石

器

を

作

っ

た

の

も

文

化

で

あ

れ

ば

、

蒸

気

機

関

を

つ

く

っ

た

の

も

文

化

で

あ

り

、

人

間

の
精

神

が

作

り

上

げ

た

も

の

全

て

が

文

化

で

あ

る
。

村

の

文

化

。

そ

ん

な

の

は

な

い

だ

う

っ

か

。

い

や

、

あ

る
。

わ

が

村

独

自

の

も

の

を

つ

く

れ

ば

、

そ

れ

が
蓬

出

村

の

文

化

な

の

だ
。
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◇衛　　　 生　　　 費

広　報　よ　も　ぎ　た

平
成
元
年
度
決
算
は
、
九
月
定

例
村
議
会
に
提
出
さ
れ
、
九
月
十

日
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

普
通
会
計

二

般
会
計
と
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
）
に
お

い
て
前
年
度
決
算
と
比
軽
を
す
る

と
、
歳
入
で
３
４
・
Ｏ
％
、
歳
出

で
３
４
・
６
％
と
大
幅
な
伸
び
を

示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
方

交
付
税
の
「
ふ
る
さ
と
創
生
」
資

金
や
各
種
建
設
事
業
の
増
加
に
伴

い
国
庫
支
出
金
、
繰
入
金
が
増
え

た
た
め
で
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
納
め
た
村
税
や
地

方
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金
な
ど

が
、
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ど
の
よ

う
な
形
で
支
出
さ
れ
て
い
る
か
を

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

◇議　　　 会　　　 費 ◆

目

的
別

に

見

た

歳
出

村民１人からいただいた村税(総額38,828円)の状況

村　民　秬 法　人　柤 固定資産税 軽自動車税

903円

村たばこ税

締
め
で
二
十
億
千
四
百
八
十
六
万
円

●
平
成
元
年
度
決
算
認
定
さ
れ
る

平成元年度決算●2

普
通
会
計
歳
出

54,496 千円(2.7%)

ひ総　　　 務　　　 費

605,510 千円(30.1%)

◇民　　　生　　　費

・議員報酬……………31,275 千円

・議員活動費……………4,935 千円

・積立金(財調･減債)209,000 千円

・瀬辺地苗畑購入費…23,000 千円

・村制百周年関係費…16,292 千円

139,492 千円(6．9％)
・老人福祉費…………23,573 千円

・保育所………………61,210 千円

・児童館………………12,474 千円

124,501 千円(6．2％)
・地区環境整備組合負担金23,467 千 円

・老 人保健事 業………12,953 千 円

・温泉空 中探査委託料10,300 千 円

〈〉労　　　 働　　　 費

541 千円(OoO ％)
・労働者協議会補助金…135 千円

・出稼援護事業費…………91千円

◇農 林 水 産 業 費

300*495 千円(14.9%)
・団体営農道整備……78,780 千円

・ため池整備…………20,804 千円

・農免農道(瀬辺地)･･･ 5,745 千円

・農免農道調査委託料6,555 千円

・水田農業確立対策…15,767 千円

13,734 円 1,168円 19,460 円 3､003円

※平成2年3 月3抂1

現在人口

4,161 人で算出

旧法による税

560円



●入ったお金

広　報　よ　も　ぎ　た

●出たお金

依存財源79.2％ 自主財源20.8%
科　　 目 金　　額 構成比 科　　 目 金　　額 構成比

地 方 譲与 税

千円

37,069

％

1.8 地　 方　 税

千円

161,565

％

7.8

利子割交付金 3,122 0.2
分 担 金 及び

負　 担　 金
5,746 0.3

自動車取得税

交　 付　 金
20,909 1.0 使　 用　 料 15,173 0.7

地 方交 付 税 1,207,422 58.2 手　 数　 料 1,744 ０．１

交通安全対策

特 別 交 付 金
1,739 0.1 財 産 収 入 20,609 1.0

国 庫支 出 金 164,925 8.0 繰　 入　 金 168,067 8.1

県 支 出 金 106,673 ５．１ 繰　 越　 金 24,302 1.2

村　　 債 100,100 4.8 諸　 収　 入 33,603 1.6

小　　　 計 1,641,959 79.2 小　　　 計 430,809 20.8

歳入合計2,072,768 千円

◇公　　　債　　　費

176,087 千円(8．7％)
・元金………………108,637 千円

・利子…………………67,450 千円

区　　　　　 分 決　算　額 構成比(％)
前年度と比
較増減(％)

義　務　的　経　費

人　　件　　 費

扶　　助　　 費

公　　債　　 費

774,807

579,279

19,441

176,087

38.5

28.8

1.0

8.7

５．７

９．６

３．６

△ ５．１

投　資　的　経　費

１　普通建設事業費

補助事業

単独事業

２　災害復旧事業費

補助事業

単独事業

538,255

454,726

233,263

221,463

83,529

81,304

2,225

26.7

22.6

11.6

11.0

4.1

4.0

0.1

75.7

57.1

102.2

27.3

392.9

390.5

503.0

そ　　　 の　　　 他

物　　件　　 費

維 持 補 修 費

補　助　費　等

積　　立　　 金

投資出資貸付金

繰　　 出　　 金

701,799

181,851

26,027

126,859

337,225

2,885

26,952

34.8
９．０

１．３

６．３

16.7
０．２

１．３

53.3

16.6

22.4

5.0

269.8

0.0

△59.0

歳　　出　　合　 計 2,014,861 100 34.6

◇消　　　防　　　費
・公社営畜産基地建設24,111 千円

・集団間伐……………7,559 千円

・部分林下刈工事……2､860 千円

村民１人に使 われた村のお金(総額484,225 円) の状況

総 務 費

氏

r乙･

盈

145,520円

民 生 費

答

33,524円

農林水産業費

⊇

72,217 円

土 木 費

言

｀　　．●丶゚゛

49,849 円

教 育 費

&

60,624円

公 債 費

言

42,318円

議会費　13,097 円

衛生費　29,921 円
労働費　　130 円

商工費　1,247 円

消防費　］L 5,704円

災害復旧費
20,074円

3●平成元年度決算

65,344千円(3.2%)
・広域消防負担金……39,806 千円

・防火水槽新設………9,019 千円

◇教　　　育　　　費

252,255 千円(12.5%)
・小学校グランド整備8,077 千円

・小学校費……………46,232 千円

・中学校費……………19,287 千円

・幼稚園費‥;…………16,654 千円

・学校給食費…………52,590 千円

・玉松太鼓購入費……3,884 千円

◇災　害　復　旧　費

83,529 千円(4.2%)
・農地等災害復旧……6,203 千円

・河川災害復旧………75,101 千円

◇商　　　工　　　費

5,189 千円(0．3％)
・商工会補助……………650 千円

・村おこし補助…………300 千円

・観光協会補助………1,100 千円

◇土　　　木　　　費

207,422 千円(10.3%)
・板本沢川改修工事…24,000 十円

・小学校線道路改良…20,000 千円

・特定交通安全施設…32,000 千円

・村道改良工事………54,252 千円

・漁港改修(蓬田･瀬辺地囗2,000 千円

・除排雪経費…………9,783 千円



○国民健康保険特別会計

加入者からいただいた国保税

一世帯当たり　　186,992 円

一 人当 たり　　　58,474円

・平成元年度

国保税収入額

121,919千円

加入者に支払った医療費

一世帯当たり　　308,954 円

一 人当 たり　　　96,613円

・平成元年度

医療費支払額

201,438千円

※平成２年３月31日現在

・加入世帯　　652 世帯

・加入者数　2,085 人

広　報　よ　も　ぎ　た

老人保健特別会計収支決算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
収
支
決
算

○老人保健特別会計

灰療勞給者 に支払っ た医療費

・平成元年度

医療費支払額

256,262 千円

※平成２年３月31 日現在

・加入者数　　　　456 人

平成元年度決算●4

一 人当 たり　　561,978 円

保険給付費

201,438 千円

(62.4%)

その他 ＼

15,815千円
(4.9%)

老人保健拠出金

＼105,710 千円

（32.7％）ｊ

その他 卜

54,405千円

(16.3%)

国 庫 支 出 金 土

……1.57。344
千｡ 円
卜

:………(47.2%) ………I･･
国民健康保険税

……121,919 千円

j……j　･(36.5%)

入ったお金

出　た　お　金

333,668

千円
322,963

千円

医療諸費

256,262千円

(99.5%)

その他　 ｀
1,261千円
(0.5％)

その他

21,607千円(8.2%)

一般会計繰入金
12,307千円
(4.7%)

国庫支 出金y

50,609 千 円 ……

. (.19.3%!

支払基金交付金

二178,318千円

卜 ＼卜(67.8%)

入ったお金

出たお金

262,841 千円

257,523千

円



広　報　よ　も　ぎ　た

い～い湯が湧くように ／

温泉ボーリングエ事起工式と安全祈願祭を実施

温
泉
掘
削
工
事
ス
タ
ー
ト
！

九
月
二
十
八
日
（
金
）
午
前
十

一
時
よ
り
、
郷
沢
地
区
（
旧
蟹
田

営
林
署
苗
畑
南
側
）
の
現
場
で
、

村
長
、
村
議
会
議
員
、
工
事
関
係

者
等
二
十
五
名
が
出
席
し
て
、
温

泉
ボ
ー
リ
ン
グ
エ
事
の
安
全
と
湧

温
水
を
期
し
て
起
工
式
と
安
全
祈

願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

祈
願
祭
で
は
、
神
官
に
よ
る
祝

詞
奉
上
の
儀
が
行
わ
れ
た
後
、
八

戸
村
長
が
掘
削
（
く
っ
さ
く
）
機

の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
起
工
し
ま
し

た
。引
き
続
き
、
八
戸
村
長
、
津
島

村
議
会
議
長
、
温
泉
掘
削
工
事
請

負
業
者
が
玉
串
を
奉
典
し
て
、
工

事
の
安
全
と
い
い
湯
が
湧
く
よ
う

に
と
祈
願
し
ま
し
た
。

温
泉
再
現
に
村
民
の
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
創
生

一
億
円
の
活
用
と
し
て
元
年
七
月

村
で
は

、
本
年
度

か
ら
、
玉
松

台
一
帯
を
村

民
の
健
康

づ
く
り

の

場
と
し
て
各

種
事
業
を
導

入
し
整

備
を
進

め
て
行

き
ま
す
。

温
泉

掘
削
も
そ

の
一
環
で

、
村

民
の
健

康
増
進

の
た
め
多
目
的

に

活
用
す

る
方
針
で
す
。

温
泉
工

事
は
十
二
月

ま
で

進
め

ら
れ
、
千

三

百

片
の
深

さ
ま
で
掘

削
す
る
予

定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

作
業

は
、

六
片
の

パ
イ

プ
を
使

用
し
て
掘
ｍ

し

て

お
り
、

パ
イ

プ

を
何
本

接
続
し

た
か
で
深
さ
を
測

る
し
く
み

に
な
っ
て

い
ま
す
。

十

月

二

十

日

現

在

で

は

、
二

百

七

十

片

地

点

ま

で

掘
削

し

て

お
り
、
一
日

に
掘

る
深

さ
は
、
約

二

十
片

か
ら
三

十

片
位
だ
そ
う
で
、

に
千
三
十
万
円
を
投
じ
て
温
泉
湯

脈
空
中
探
査
を
実
施
し
、
こ
の

度
の
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
エ
事
着
工

と
な
り
ま
し
た
。

い
～

い
湯

が
湧

い
て
く

れ
る
こ
レ

を
期
待
し
ま
す
。

5●温泉工事スタート！



北
欧
五
力
国
視
察
記
⑧

学
園
都
市
ウ
プ
サ
ラ
へ
！
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
）

ク

ン
グ
ス

ゲ
ル
テ

ッ
ト

老
人
病

院

の
あ

る
ウ

プ
サ
ラ
市

は
、

ス
ト

ッ
ク
ホ
ル

ム
の
郊
外

に
あ
る
学
園

都
市

で
あ
る
。
ウ

プ
サ
ラ

大
学

の

臨
床
医

学
は
、
教
育

、
研
究

と
も

に
大
学
病
院
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、

老

人
学

だ
け
は

こ
の
ク

ン
グ
ス
ゲ

ル
テ

ッ
ト
病
院

に
設
置

さ
れ
て

い

る
。大
学
に
は

約
六
百
人

の
医

学
生

が
基
礎
医
学

を
学
ん
で

い
て

、
五

年
半
の
勉

強
後
、
一
年
半

の
イ
ン

タ
ー

ン
生
活

を
経
て

、
更

に
専
門

の
実
習
を
五

年
修
行
す

る
こ
と
に

よ
っ
て

、
上

級
の
医

師
に
な
れ
る

こ
と

に
な
っ
て

い
る
。

老
人
学
の

基
礎
教
育

は
四

年
次
で

行
わ
れ
、

講
議

、
実
地
研
修

、
文
献
研
究
な

ど
が
取
上

げ
ら

れ
、
イ

ン
タ
ー

ン

中

は
全
員
二

ヶ
月
間

の
老
人
学

の

研
修

が
義
務

づ
け

ら
れ
て

い
る
。

老

人
学
科
は

一
九
七
〇
年

に
設

立
さ
れ
、

『
心

臓
血
管
障
害

に
関

す
る
ア
テ

ロ
ー
ム
性
動
脈
硬
化

症
』

と
ア

ル
ツ
（

イ

マ
ー
病
（
老
人

性

村
長
　
八
　
戸
　
良
次
郎

痴
呆
症

）
な
ど
を
中
心

に
研

究
し

て

い
る
。

ク

ン
グ
ス

ゲ
ル
テ

ッ
ト

病
院
に

は
設
備
の
整
っ
た
研
究
室

が
あ
り

脂
質

と
リ

ポ
蛋
白
質

の
分
析
や

ブ

ド
ウ
糖

と
イ

ン
シ
ュ
リ

ン
に
関
す

る
高
度

な
研

究

が
可
能

で
あ
り

、

他
の

病
棟
と
は
別

の
専
用
の
調
理

場
を
有
し

栄
養
士

の
養
成
に
使

わ

れ
て

い
る
。
こ

の
病
院
は
老
人

の

治
療

と
回
復
を
重

点
に
取
組
ん

で

お
り

、
入
院
患
者

の
半
分
は
老

人

性
痴
呆

患
者
（

ボ
ケ

）
で
占

め
ら

れ
て
、
そ
の
他

は
リ
ユ

マ
チ

、
心

臓
病
の
患
者
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

患
者
一
人

に
対

し
、
看
護
婦

を
含

め
て
介
護
す

る
人

は

Ｉ
・
五
人
居

る
と
聞

い
て

一
同

ビ
ッ
ク
リ
し

て

し

ま
っ

た
。

ボ
ケ
患
者

の
部
屋

の

表
示

は
名
札

で
な
く

マ
ー
ク
を
つ

け
て
本
人

が
わ
か
り
易

い
よ
う

に

工

夫

を
し

て

い
る
が
、
時

々
奇
声

を
発
し

た
り
し
て
異
様

な
雰
囲
気

で
あ

っ
た
。
部
屋

は
一
人
用

、
二

人
用

、
四

人
用

と
病
状
に
よ
っ
て

席

っ

が
、
部
屋

の
中
は
応

接
用

の

ソ

フ
ァ

と

か
ミ
シ

ン
と

か
家

具
を

置
き
、
家

庭
の

ム
ー
ド

づ
く
り
に

努
め
て

い
る
。

こ
の
他

、
寝
た
き

り
老
人
も
入

院
し
て

い
る
。

こ
こ
で

は
ど
ん
な

に
症

状

が
重

く
て
も
寝

た
き
り
に

さ
せ
な

い
よ

う

に
毎
日
訓
練
し

て

い
る
の
で
、

病
院

に
は
寝
た
き
り
老

人
は
一

人

も
な

い
と
い
う
。
患
者

一
人

に
つ

き
月

約
千
百
ク

ロ
ー
ネ
（
約
二

十

五
万
円

）
の
費
用

が
か
か

る
が
、

患
者

負
担
は
五

ク
ロ
ー
ネ

と
僅

か

で
あ

る
。丁

」
の
経
費
の
八
十
五
％

は
人
件
費
で
占
め
ら
れ
、
薬
剤
費
は

五
％

位
し

か
か
か
っ
て

い
な
い
と

い
う

。
ま

た
、
在
宅
看
護

で
看
護

人
が
疲
れ

た
場

合
と

か
、
家
庭
の

都
合
で
一
時
不

在
に
な

る
場
合
に

も
こ
の
病
院

に
短
期
入

院
さ
せ
て

い
る
。

日
本

を
出
発
し
て

か
ら
五
日
目

に
入
っ

た

が
、
朝
昼

晩
の
食
事

が

単
調

な
こ
と
、
会
話

が
不

自
由

な

こ

と
、
夜
遅
く
朝
早

い
こ
と

、
そ

れ
に
一
日
一
ヶ
国
づ
つ
の
移
動
で
、

そ

の
度

に
通
貨

の
両

替

が
必
要

で

あ

る
こ
と
等

々
が
重
な
り
一
行

の

口

数
は
だ
ん

だ
ん
と
少
な
く

、
気

持

ち
も
暗
く

な
り

、
疲

労
の
度

合

い
が
深
ま
っ
て

き
た
た

め
、
こ
の

日

の
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル

ム
か
ら
往
復

約
四

時
間

も
か
か
る
老
人

の
医

療

福
祉
の
総
合
施

設
で
あ

る
（

Ｉ

ゲ

ビ
イ
、

デ
ィ

セ
ン
タ
ー

の
訪
問
を

斷
念
し

、
市

内
に
あ

る
日

本
大
使

館
を
訪
問
す

る
こ

と
に
し

た
。

河
東
公

使
、
野
村

全
権
大
使

か

ら
農
業

、
防
衛
問
題
等

を
中
心

に

説
明

を
受

け
た
（
第

一
回
掲
載
内

容

）
そ

れ
に
よ

る
と
二

十
一
世

紀

へ

の
日

本
の
課
題
で

あ
る
高
齢

化

社
会

や
、
国
際
社

会
へ

の
対

応
、

そ

れ
に
成
熟
社
会

へ
の
対

策
な
ど

に
関
し

て
は
、

ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
は

一
歩
先

ん
じ
て

い
る
よ
う

に
見

受

け

ら
れ
た
。
ノ

ー

ベ
ル
賞

の
国

と

し
て

、
ま

た
、
平

和
、
科

学
技
術

の
先

進
国

と
し

て
一
般
的

に
知
ら

れ
て

い
る

が
、
労
働
者

政
権
で
あ

り

な

が
ら
自

由
貿
易
主
義
国

で
あ

る
こ
と
は

初
め
て
知
っ

た
。
ま

た

女
性
の
約
七

十
五
％

が
職
業
を
持

っ
て
お
り

、
管
理
職

も
三

人
に
一

人
は
女
性

で
あ
る
。

労
働
者
の
権

利
も
非
常

に
高

い
国

で
あ
る

が
、

し
か
し
、
勤
労
意
欲
の
低
下
や
高

福
祉
、
高
負
担
に
問
題
も
出
始
め

て
い
る
点
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
農
業
政

策
に
お
い
て
は
、
①
平
時
の
み
な

ら
ず
外
国
貿
易
に
支
障
が
及
ぶ
有

事
に
お
い
て
も
十
分
な
食
糧
供
給

を
確
保
す
る
こ
と
。

②
農
民
と
比
較
的
可
能
な
他
の
職

業
グ
ル
ー
プ
と
の
所
得
格
差
を
是

正
す
る
こ
と
。

③
消
費
者
に
対
し
、
高
品
質
の
食

糧
を
合
理
的
な
価
格
で
供
給
す
る

こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
お
り
完

全
公
営
主
義
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と

民
活
の
日
本
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
が
、
米
と
牛
肉
に
つ
い
て
は
日

本
よ
り
も
安
い
と
い
っ
て
い
た
。

国
防
は
省
略
す
る
。

広　報　よ　も　ぎ　た

◆

予

定

を
変

更

し

て

ス

ウ

ェ
ー

デ
ン

大

使

館

へ

（
九
月
二

十
八

日

）

村長視察記⑧●6



広　報　よ　も　ぎ　た

全国大会への出場権獲得！

全日本卓球選手権大会小学生の部で３位入賞

森　倫子(阿弥陀川)さん

九
月
二

十
四

日
（
月

）
平

成
二

年
度
全
日
本

卓
球
選
手
権

大
会
小

学
生

の
部

県
予
選
会

が
、
青
森
市

民
体
育
館

で
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

こ

の
大

会
に
、

わ
が
村
体
育
協

会
卓
球

部
も
参
加
し

、
バ
ン

ビ（
女

子
小
学

一
、
二
年

）
の
部
で
森

倫

（
み

ち
）
子

さ
ん
（
父

、
森
喜
寿

郎

）
が
見

事
三
位
入
賞
を
果
た
し
、

十
一
月
三

日
・
四
日

の
二

日
間

、

兵
庫
県

姫
路
市
中

央
体
育
館
で
行

わ

れ
る
全
国

大
会

へ
の
出
場
権

を

手

に
入

れ
ま
し

た
。

村
民

の
皆
さ
ん

の

ご
声
援
を

お

願

い
し

ま
す

。

・
腹
芸
も
　
使
い
す
ぎ
れ
ば
　
ズ
ッ
コ
ケ
ル
　
　
　
十
三
雄

・
腹
の
内
　
痛
く
も
な
い
の
に
　
さ
ぐ
ら
れ
る
　
　
　
重
彦

・
腹
の
虫
　
お
さ
ま
る
ま
で
は
　
大
啖
呵
　
　
　
　
　

勇
三

・
腹
（

分
　
秋
の
味
覚
が
　
通
り
す
ぎ
　
　
　
　
　
　

昭
夫

家
電
製
品
は
よ
く
読
ん
で

十
一
月
三

日

は
文
化
の
日
で
す
。

昭
和
二

十
一
年

の
十
一
月
三
日

に

公

布
さ
れ
た
日
本
国

憲
法
の
平
和

宣
言

を
記

念
し
て

、
平

和
へ

の
意

志
を
基

に
文
化
を

発
展
さ
せ
よ
う

と

い
う

の

が
、
文

化
の
日

の

趣
旨

で
す
。
と
こ
ろ
で
、
文

化
生
活
の
一

端

と
し
て

家
電
製
品

の
移
り
変

わ
り

を
見

ま
す

と
、
昭
和
二

十
八

年
頃

か
ら

洗
濯
機
や

冷
蔵
庫
な

ど
の
普

及

に
始
ま
り

、
そ
の
後

い
ろ

い
ろ

の
製

品

が
開
発
普
及
し
て
い
ま
す
。

特

に
最

近

は
電

子
応
用

に
よ
る

セ
ン
サ
ー
や

メ
カ
ニ

ズ
ム
が
精
巧

に
な

っ
て

い
ま
す

の
で
、
使

い
方

に
難
し

い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

誤
っ
た
使
用

や
感
電
を

防
止
す

る
た
め

、
取

扱
説
明
書
を
良

く
読

み
ま
し

ょ
う
。

贈
ら
な
い
求
め
な
い
受
け
取
ら
な
い

写
真

・
小
町

よ
り
　

乙

女
が
ほ
し

い
　

腹
の
中
　
　
　
　
　

森
勝

・
声
自

慢
　

腹

か
ら
出
し
た
　

演
歌

節
　
　
　
　
　
　

節
子

・
腹

芸
の
　

会
議

の
後
は
　

腹
踊
り
　
　
　
　
　
　
　

啓
子

・
腹
据
え
て
　

農
業

継
げ

と
　
言

え

ぬ
親
　
　
　
　
　

尚
政

高
　

根

八
　

幡
　
　
　

司

さ
ん

昭
和
六
十
二
年

、
ボ
デ
ィ
ー

ビ
ル

コ

ン
テ
ス
ト

近
畿
大
会
出
場
の
時
に

同
じ

ジ
ム
の

ト
レ

ー
ナ

ー

の

人

達

と
撮
っ

た
写

真
で

す
。

全
員
、
筋
肉
モ
リ
モ
リ
！

八

幡
　

司

さ
ん

日

一
日
と
冬
の
到
来
を

肌
で

感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し

た
。

今
年
の
冬
も
昨
年
の
よ

う
に

雪
不
足
だ

ろ
う
か
。

7

暮
ら
し
と
電
気
安
全

（
財
）
東

北
電
気
保
安
協
会

一
枚
の



広　報　よ　も　ぎ　た

社会のために役立ててと

50万円を寄付

長科の藤 本 作 蔵さん

九
月
二
十
七
日
（
木
）
藤
本
作

蔵
さ
ん
（
長
科
）
が
、
役
場
を
訪

れ
八
戸
良
次
郎
村
長
と
坂
本
豊
道

村
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
に
社
会

の
た
め
に
役
立
て
て
と
各
二
十
五

万
円
づ
つ
手
渡
し
ま
し
た
。

藤
本
さ
ん
は
、
三
十
三
歳
の
息

子
、
眞
君
を
病
気
で
亡
く
し
、
そ

の
際
い
た
だ
い
た
香
典
の
一
部
を

寄
付
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
息

子

は

こ

れ

か

ら

社

会

の

た

め

に

と

思

う

と

、

た

い

へ

ん

残

念

で
す

。

そ

の

た

め

に

も

村

民
皆

が

健

康

で

暮

ら

せ

る

よ
う

に

、

若

い

時

か

ら

健

康

診

断

を

受

け

て

健

康

づ

く

り

に

努

め
て

も

ら

い
た

い

」

と

、

ま

た

広

く

社

会

に

対

す

る

恩

返

し

の

意

味

も

こ

め

て

、

社

会

福

祉

に

役

立

て

ば
と

寄

付
す

る
こ

と

に

決

め

た

と

話

し

て

い
ま

し

た

。

八

戸

村

長

は

、「
藤

本

さ

ん

に

は

常

日

頃

か

ら

国

保

運

営
協

議

会

長

と

し

て

、

村

の

保

健

面

で

は

大

変

お

世

話

に

な
り

感
謝
し

て

い
ま
す

。
’

い

た

だ

い
た

お

金

は

、

村

健

康

づ

く

り

推

進

協

議

会

と

相

談

し

て

活

用

さ

せ

て

い
た

だ

き

ま

す

」
ま

た

、

坂

本

会

長

は

「
村

社

会

福

祉

の

た

め

に

役

立

て

ま

す

」

と

話

し

て

い

ま
し

た
。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま
し

た

。

農
業
用
免
税
軽
油
の

交
付
申
請
を
受
付
し
ま
す
。

県
税
事
務
所
関
税
課

平
成
二
年
十
一
月
十
九
日
か
ら
二
十
二
日
」
ま
で

県
税
事
務
所
で
は
、
平
成
三
年

度
分
の
農
業
用
免
税
軽
油
の
免
税

証
等
交
付
申
請
を
受
付
し
ま
す
。

受
付
期
間
は
、
平
成
二
年
十
一

月
十
九
日
か
ら
二
十
二
日
、
午
前

九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
、
青

森
市
長
島
二
丁
目
十
九
番
一
号
、

山菜採りを

事故から防ごう！

秋山遭難救助訓練を実施

東
京
海
上
ビ
ル
五
階
、
県
税
事
務

所
で
受
付
し
ま
す
。

な
お
、
交
付
申
請
手
続
き
が
受

付
期
間
よ
り
遅
れ
ま
す
と
、
免
税

証
の
交
付
も
遅
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
の
で
、
受
付
期
間
は
必
ず
守

っ
て
下
さ
い
。

十
月
十
七

日
（
水
）
村

大
倉

岳

・

赤
倉
岳

の
登
山
道
を
中

心
に
遭
難

救

助
訓
練

を
実
施
し
ま
し

た
。

毎
年
、

キ
ノ
コ
採
り

に
入
山
す

る
方
の
遭
難

が
発
生
し
て
お
り
、
家

族
や
捜
索
隊
の
皆
さ
ん
に
多
大
な
迷

惑

を
か
け
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
救
助

費
用
も

年

ご
と
に

多

額
に
な
っ
て

お
り
家

族
を
悩
ま

せ

て
お
り
ま
す
。

今
回

の
救
助
訓

練
は

、
上

磯
五

町

村
消
防
団

と
蟹
田
営
林

署
、
蟹

田

警
察
署
等

の
合
同
訓
練
で
し
た
。

特

に
こ
の
頃

、
老
人

の
遭
難

が

目

に
付

い
て
き
ま
し

た
。

山
に
入

る
場
合

は
、
①
天
気

予

報

を
確
か
め

る
。

②
着
替
え

や
食

新
規

…
新

た
に

申
請
す
る
人
及

び

使
用
機

械
に
変

更
の
あ

っ

た
人
。

継

続
・：
免
税
軽

油
使
用

者
証

の
有

効
期
限

が
、
平
成

二
年

十

二

月
三
十
一
日
以
降
の
人
。

更
新
・：
免
税
軽

油
使

用
者
証

の
有

効
期
限

が
切
れ

る
人
。

◆

そ
れ

ぞ
れ
提
出
書
類

が
違

い
ま

す

の
で
注
意
し

て
下

さ
い
。

◆
不

明
な
点

に
つ
き
ま
し

て
は
、

県

税
事
務
所
関

税
課

登
（
○

て

七
七
（
二
二

）
一
一
一
一

内
線
五

四

〇
六

）
ま
た
は

、
蓬
田

農
協

に
お
問

い
合
わ
せ
下

さ
い
。

糧
を
多
め
に
持
つ
。
③
自
分
の
体

力
に
合
っ
た
行
動
を
す
る
。
④
地

理
の
分
か
ら
な
い
山
に
は
入
ら
な

い
。
⑤
道
に
迷
っ
た
ら
、
無
理
に

歩
か
な
い
…
…
等
に
気
を
つ
け
て

楽
し
い
キ
ノ
コ
採
り
に
し
た
い
も

の
で
す
。

各課から●8



広　報　よ　も　ぎ　た

快晴の上磯路を力走！

第１回津軽半島駅伝競走大会

健
闘
！
惜
し
く
も
五
位
。

駅
伝
を
通
し

て
郡
民

の
一
体
感

を
盛
り
上

げ
、
地
域

の
活

性
化

と

ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
図

る
と
と
も

に
、
あ

わ
せ
て
交
通
安

全
に
対
す

る
意
識

の
高
揚
啓
発
に

つ
と
め

る

こ
と
を
目

的
に
、
東
津

軽
郡
体
育

協
会
（
小

嶋
要

市
会
長

）
主
催
の

第
一
回
津

軽
半
島
駅
伝

競
走
大
会

が
、
東
郡

の
六
町
村

が
参
加
し
て

、

ご
理
解

と

ご
協

力
に
よ
り

実
施
出

来

る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
」

と
挨
拶

が
あ
り

ま
し

た
。

こ
の
後

、
神
山
久
志
県

議
会
議

員

よ
り
祝
辞

を
頂

き
、
審
判
長

か

ら
注
意

が
あ
り
ま
し

た
。

選
手
を
代

表
し

て

、
山
崎
亨
君

（
三

厩
村

）

が
元

気
よ

く
選
手
宣

誓
を
し
ま
し

た
。

競

技

は

（

一
区

匸

二
厩

村

六

条
間
地
区
会

館
前
を
午

前
十
一
時

に
ス
タ
ー
ト
し

、
（
二
区

）
三

厩

村
民
体
育
館

～
（
三

区

）
今
別
高

校
入
口

～
（
四
区

）
大

泊
小
学
校

西

入
口

～
（
五
区

）
奥
平

部
道
添

バ
ス
停

～
（
六
区

）
宇
田

聞
法
寺

～
（
七
区

）
台
場
松
林

～
ゝ
八
区

）

平

館
村
役
場

～
（
九
区

）
平

館
村

漁
恊
本
所
～
上

磯
農
協
本
店

ゴ
ー

ル
。

（
十
区

）
中

沢
公
民
館

前
～

（
十
一
区

）
蓬
田

村
役
場

～
（
十

二
区

）
上
磯

農
協

本
店

か
ら
最

後

は
、
蟹
田
町
陸
上

競
技
場

へ
と
各

町

村
の
選
手

は
元

気
に

タ
ス
キ
リ

レ
ー
し

、
一
人

の
ケ

ガ
人

も
な
く

元
気

に

ゴ
ー

ル
し

ま
し

た
。

ま
た
、
時
間

の
関
係
で

、
平

館

村

役
場
前
を
十
二

時
三

十
分

に
、

中

沢
公
民
館
前

を
十
三

時

十
分
に

一

斉
ス
タ
ー
ト
し

ま
し

た
。

結
果
は
惜
し

く
も
五

位
で
し

た

が
、
選
手

は
沿

道
に

詰
め
か
け

た

観
衆
に

『
蓬

田

ケ
ッ
パ
レ
』
と
声

援
を
受
け

な

が
ら
力
走
し
ま
し
た
。

順
位
は
次
の
通
り
で
す
。

わ
が
村
の
選
手
団
は
次
の
通
り
。

▼
監
督

＝
八

幡
敏
雄

（
高
根

）
▼

コ

ー
チ
＝
工

藤
義
正

（
宮
本

）
▼

了
不
－

ジ
ャ
ー
＝

柿

崎
真
人

（
広

㈲

）
▼
第

一
区
＝

伊

佐
部
美
希
子

（
㈲
辺

地
）
▼
第
二
区
＝

越
田

達

也
（

広
㈲

）
▼
第
三
区
ｉ

森
淳
一

（
阿

弥
陀
川

）
▼
第
四
区
＝

中

村

大
八

（
蓬

田

）
▼
第
五
区
＝

福
士

晃
（

郷
沢
）
▼
第

六
区
＝

野
藤

健

純
（
阿

弥
陀
川

）
▼

第
七
区
＝

嶋

中
Ｗ
日
子

（
阿
弥

陀
川

）
▼
第
八
区

＝

伊

佐
部
光
（
㈲
辺

地

）
▼
第

九

区
＝

長

谷
川
圭
介

（
㈲
辺
地

）
▼

第
十
区
＝

佐
藤
由
香
（
長

抖

）
▼

第
十
一
区
＝
佐
井
皇
（
宮
本

）
▼
第

十
二
区
＝

佐
井

亮
（
宮
本

）
▼

補

欠
＝

木

村
修
悦

（
㈲
辺
地

）
▼

補

欠
＝

大

川
誠
治
（

広
㈲

）
▼

補
欠

＝

本
村

伸
一
　（
阿

弥
陀
川

）

9●津軽半島駅伝大会

三
厩

か
ら
蓬
田

ま
で
の
十
二
区

間

（
五

十
六

・
五

にｍ

）
で
行

わ
れ
ま

し
た
。
午
前
十
時

か
ら
、
三
厩

村
体
育

館
前
で
行

わ
れ
た
開
会
式

で
は

、

小

嶋
会
長
よ

り
「
昭
和
三

十
年
代

に
盛
ん
に
行

わ
れ
た
上
磯

駅
伝
の

復
活
と
も
言

え
る
こ
の
大

会
加
東

郡

各
町
村

の
関
係
者

の
皆

様
方
の

一
位
（
平

内
町

）
二

位
（
蟹
田

町

匸

二
位

⊇
一
厩
村

）
四

位
（

今

別

町

）
五

位
（
蓬

田
村

）
六
位
（
平

舘
村

）
の
順

で
し
た
。



広　報　よ　も　ぎ　た

生涯学習の
まちづくりをめざしてｊ

生涯学習のまちづ くり地区セミナ ー（蓬田会場）開催される

必
要
だ
か
ら
努
力
、
そ
れ
が
生
涯
学
習
だ
！

市
町
村

に
お
け

る
生
涯
学
習

の

推
進

の
た
め
に

、
地
区

セ
ミ
ナ

ー

を

と
お
し

て
諸
問
題

の
解
決

と
、

町
村

の
生
涯

学
習

に
取

り
組
む
気

運
を
高

め
る
こ

と
を
目

的
に
、
十

月
二
十
三

日
（
火

）
村
ト
レ
ー

ニ

ン
グ
セ

ン
タ
ー
に
お

い
て

、
関
係

者
約
八

十
名

が
参
加
し

て
、
生
涯

学
習

の
ま
ち

づ
く
り

地
区

セ
ミ
ナ

ー

が
開

催
さ

れ
ま
し

た
。

午
前

十
時

か
ら
始

ま
っ
た
開
会

式

で

は

主

催
者

を
代

表

し

て

、

東
青

教
育
事
務
所
長

前
田
威
志
よ

り
「
今
日

勉
強
し

た
こ
と
を
、
各
地

区
に
帰

り
ま
し

た
ら
生
涯
学
習

の

指
導
者

と
し

て

、
地
域
の
方

々
を

指
導
し

て
ほ
し

い
」
と
挨
拶

が
あ

り
、
来

賓
と
し
て

、
八
戸
良
次

郎

村
長

か
ら
「
わ

が
村
も
束
青
地
区

の
生
涯

学
習
モ

デ
ル
地
区

の
指
定

を
受
け
て
お
り
、
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
進

め
て
い
ま
す
。
本
日
の
セ
ミ
ナ
ー

で
村
に
対
し
て
皆
様
方
の
ご
指
導

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
祝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

引
き
続
き
講
演
に
入
り
、
弘
前

大
学
教
育
学
部
助
教
授
佐
藤
三
三

先
生
よ
り
『
生
涯
学
習
推
進
の
心

得
』
と
題
し
、
「
大
分
県
の
五
十

二
歳
（
女
性
）
の
実
例
を
発
表
。

他
県
に
い
る
息
子
の
嫁
か
ら
手
紙

が
来
た
の
で
返
事
を
書
こ
う
と
し

た
が
、
漢
字
の
知
ら
な
い
自
分
に

驚
い
た
。
変
な
文
章
を
書
い
た
ら

息
子
が
恥
を
か
く
の
で
少
し
で
も

勉
強
し
な
く
て
は
と
、
夫
婦
で
勉

強
を
始
め
た
」
と
誰
の
た
め
に

や
る
の
で
は
な
く
自
分
が
必
要
だ

か
ら
学
習
す
る
と
い
う
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
「
特
色
あ
る
生

涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

課
題
と
問
題
点
」
を
テ
ー
マ
に
、

村
社
会
教
育
課
長
補
佐
久
慈
修
一

よ
り
「
玉
松
太
鼓
」
の
始
ま
り
か

ら
現
在
ま
で
の
状
況
を
、
ま
た
、

村
社
会
教
育
課
社
教
主
事
坂
本
勝

教
か
ら
は
、
今
年
五
月
に
行
わ
れ

た
「
中
沢
田
植
祭
」
の
実
践
例
を

ビ
デ
オ
に
よ
り
紹
介
し
、
話
題
提

供
が
さ
れ
ま
し
た
。

青年海外協力隊員募集！

●募集期間

・平成２年10月15日～11月31日まで

●派遣期間

・２年間

●派遣職種

・農林水産・加工り呆守操作・土木・建築・保健

衛生・教育文化・スポーツ等（約150種）

●応募方法

・所定の願書を協力隊事務局に期日まで提出

●募集説明会

・青森市文化会館・11月22日（木）

午後６時30分～８時30分

●問い合わせ先

・青森県総務部文書課　00177-22-1111(2209)

・国際協力事業団東北支部　0022-223-5151

国
の
進
学
ロ
ー
ン
の
ご
利
用
を
！

二

次
の
学
校

に
進
学
さ

れ
る
方

の
保
護
者

が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

高
等

学
校
・

高
等
専
門
学

校
・

短

期
大
学
・
大

学
・
大
学

院
・

専

修
学
校

二

、
融
資
額
は
一

進
学
者
あ

た
り

一
〇
〇
万
円
以

内
で
す
。

三

、

ご
返
済
期
間

は
五

年
以
内

。

四

、
利

率
は
年

七
・
三
％

（
利

率

は
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

五

、
保
証
人
は

一
名
以

上
必
要

で

す

が
、（
財

）
進
学
融

資
保
証

基
金
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は

不
要
で
す
。

六
、
返
済
方
法
は
毎
月
元
利
均
等

払
い
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返

済
や
期
間
の
途
中
で
増
額
返

済
も
で
き
ま
す
。
）

七
、
受
付
期
間
は
平
成
二
年
十
一

月
一
日
～
平
成
三
年
四
月
三

十
日
で
す
が
、
進
学
先
が
決

ま
り
次
第
お
申
込
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●

お
申
込
は
国
民

金
融
公

庫
へ
ど

う

ぞ

▼

お
問
合
せ
は

青

森
市

長
島

一
丁

目
四
番
二
号

国

民
金
融
公

庫
青
森
支
店

登
○
一
七
七
（
二
三

）
二
三
三

一
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あなたも青年海外協力隊員として。自分の持って

いる技術を海外で生かしてみませんか？

20歳以上39歳までの日本国籍をもつ心身ともに健

康な青年男女で、下記の派遣職種に該当する人でし

たら、どなたでも参加できます。

国
民
金
融
公
庫
で
は
十
一
月
か

ら
「
国
の
進
学
ロ
ー
ン
」
の
申
込

受
付
、
融
資
の
取
扱
を
行
っ
て
い

ま
す
。
低
利
で
、
簡
便
な
手
続
き

で
ご
利
用
で
き
ま
す
。



今
回
は
、
昭
和
三
十
四
年
、
中

沢
に
無
人
駅
が
出
来
た
年
か
ら
リ

ヤ
カ
ー
を
引
い
て
行
商
を
始
め
、

今
年
で
三
十
一
年
目
に
な
る
坂
本

は
な
（
中
沢
）
さ
ん
に
取
材
し
ま

し
た
。
坂
本
さ
ん
は
、
毎
朝
三
時
に
起

床
し
て
、
蟹
田
町
の
石
岡
さ
ん
の

車
に
世
話
に
な
り
青
森
へ
買
い
出

し
に
出
か
け
ま
す
。

午
前
八
時
に
は
自
宅
前
に
て
営

業
を
開
始
し
、
午
後
一
時
に
は
そ

の
日

の
仕
事
終
え

る
と

い
う
毎

日
。

で
す
。
「
昔

と
違

い
今
は
、
村
内

へ
他

町
村

か
ら
自
家
用

車
を
使
っ
て

の

移
動

販
売
の
業
者

も
だ

い
ぶ
増

え

て

だ
ん
だ
ん
商
売

が
や
り
に
く

く

な
っ

た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

小
使

い
を
稼
せ

げ
れ

ば
い
い
と

続
け
て

い
る
商
売

で
す

が
、
時

に

は
資
金
不

足

の
た
め
、
年
金
支

給

日

が
待

ち
遠
し

い
日
々
を

送
る
こ

と
も
時

お
り
あ

る
そ
う

で
す
。

そ

こ
で
作
戦

を
変
え
、
体

の
健

康

と

『
ボ
ヶ
』

な
い
よ
う
に

と
、

雨

の
日

も
風

が
吹

く
日
も
頑
張

っ

て

い
る
の
で
す
。

坂
本

さ
ん

の
リ

ヤ
カ
ー

の
荷

台

に
は

、
新

鮮
な
魚

・
野
菜
や
ト

ウ

フ

、
漬
物
等

ふ
だ
ん
家
庭
で
必
要

と
す

る
生
鮮
食
品

が
色

々
と
積
ま

れ
て

い
ま
す
。

長

年
、
地
元
中

沢
で
商
売
し

て

い
る
と
あ
り
坂
本

さ
ん

が
歩
く

時

間
帯

に
は
、
近
所

の
お
客

さ
ん
が

続

々
と
集
ま
っ
て

来
て
は

、
世
間

話

に
花
を
咲

か
せ
ま
す
。

「
慥
か
ら
な

い
商
売

だ
が
健

康

な
う

ち
は
続
け

た
い
」
と
話
す

坂

本
は

な
さ
ん
は

、
七
十
三
歳

と
は

と
て

も
思

え

な
い
元

気

バ
ア

ー
チ

ャ
ン
、
い
つ
も

「
魚
か
ね
げ
え
」

と
村
中

に
声
を

響
か
せ
な

が
ら
、

リ

ヤ
カ
ー
を
引

い
て
今
日
も
頑
張

る
。

10月18 日（木）役場に新しい車が増

えました。

この車は、『はまなす号』と命名

された23 人乗りの折りたたみ式車イ

スが、２台搭載されたリフト付バス

です。このバスは、国と県の補助金

を受けて購入したものです。

これから色々な所で活躍すること

になりそうです。

定予事行月１１○
３一４６２１３２ 日

第
ｏ

回
寸
民
祭
　
（

村
ト
レ
土

匸

グ
セ
ン
タ
上

ー
　
キ
　

．
（

中
　

学
　

校
　

体
　

育
　
館

）

一
歳
半
児

・
三

歳
児
健
診
1３

・
～
（
中
央
公
民
館

）

父

親

参

観

日

東
青
地
区
ソ
フ
ト

ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー

ル
大
会
及

び

マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
村
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
士

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

総
務
課
ほ
か

民

生

課

蓬
田
小
学
校

束
郡
体
育
指
導
委

員
連
絡
協
議
会

担
　
　
　
当
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リ
ヤ
カ
ー
行
商
を
三
十
一
年
！

み
～
つ
け
た

3

3

談話室
No.33
がんばる
坂本はなさん
中沢



昭
和
四

十
四

年
二
月

、
看
護
婦

免
許
取
得

の
た
め
に
横

浜
に
来
ま

し

た
。
県

立
高
等
看
護
学
校
に
失
敗
し
、

働
き
な

が
ら
看
護
婦

に
な
る
こ
と

を
決
意
し

た
の
で
す

が
、
と
て
も

自
力
で

は
出
来
な

い
計
算
に
な
り
、

横
浜

の
全
寮

制
、
給
料
五

割
、
学

費
食
費
負

担
な
し
の
条

件
に
引
か

れ
て

、
反

対
す
る
両

親
の
手
を
振

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

り

切
り
夜
行
列

車
に
乗
り
ま
し
た
。

准
看
護
婦

の
免
許
を
取

っ
て
結

婚
。

満
二
歳

に
な
る
子
供

を
保
育

園
に
預
け
て

、
高
等
看
護
学

校
に

通

い
国

家
試
験

に
合
格
し

た
時

は

青
森
を
出
て
十

年

が
過

ぎ
、
三

十

二
成
に
な
っ
て

お
り
ま
し

た
。

看
護
婦
の
免
許

を
取
っ

た
ら
主

婦
に
な
り
切

る
つ
も
り
で
し

た
。

し

か
し

、
社
会

情
勢
の
変
化

に
伴

い
、
仕
事
か
ら
離

れ
ら

れ
な

く
な

り

、
共
働
き

を
続
け
て
お
り
ま
す

。

横
浜
に
住
ん

で
二

十
一
年

、
蓬

田

で
育
っ
た
時
よ

り
長
く
な
り

ま

し

た
。

百
年

の
不

作
を
九
十

九
年

と
笑
っ
て
く

れ
る
夫
、

ダ
メ
毋

ち

や
ん

と
茴

い
な

が
ら
グ

レ
ず

に
育

っ
て

く
れ
た
子

供
が
い
て
く
れ
る
。

し

か
し

、
こ
の
め
ま
ぐ
る
し

い
時
の

支
え

の
土
台
は

、
蓬

田
で

培
わ
れ

た
と
思

い
ま
す
。

ズ
レ
ー
わ
ら
し

を
寛
大

に
見

守

る
先

生
や
大
人
達

が
い
て

、
ど
う

し
ょ
う

も
な

い
や

つ
と
言

い
な
が

ら
つ

き
合
っ
て

く
れ
た
学
友
や

、

幼
な
友

達

が
い
た
。
現
在
も

い
る
。

そ
う

い
う

想

い
だ
け

で
精
神

的
に

落
ち
着

く
の
で
す

か
ら
不

思
議

で

す
。家

族
三

人
自
宅

で
暮
せ

る
よ
う

に
な
り

ま
し

た
。

な
ん
と

か
元
気

に
や

っ
て
お
り
ま
す

。
定
年
ま

で

人口と世帯数

(９月30日現在)

総人口4,186 人
男　2,021 人
女　2,165 人
世帯数1,058 世帯

社
会
保
険
横
浜
中
央
病
院

共
働
き
を
す
る
覚
悟
も
出
来
ま
し

た
。
こ
の
た
び
村
制
施
行
百
年
に

投
稿
出
来
ま
し
た
こ
と
家
族
で
喜

ご結婚おめでとうございます

青木　隆光（阿弥陀川

工藤　明子（板 柳 町

椒I肓　真人（広　　 ㈲

川崎みや子（広　　 瀬

宮本　隆嗣（三 沢 市

柳谷真由美（広　　 瀬

看
護
婦
　
上
　
　
囗
　
　
佳
　

慈

さ
ん

めも

卜現住所／神奈川県横浜市鶴見区下末吉

3-12-39登045(575)6853  ･生年 月日／昭

和23年８月15日卜 出身／中沢／藤田貞四

郎氏長女･・家族構成／夫・清美・長女・

菜穂（高２）●･好きなもの／自然（水の

あるところ）／落語をきくS･･経歴／青森

県立中央高等学校卒（昭和42年 ３月）・

東京衛生学園准看護科卒業（昭和46年）

東京衛生学園高等看護科卒業（昭和52年）

社会保険横浜中央病院勤務「小児科・整

形外料」（昭和52年～現在に至る）

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●12

青木　一義（郷　 沢

桑田かおり（青 森 市

安田　友秋,（板 柳 町

坂本　里美（中　　沢

おくやみ申し上げます

藤本　　 眞（長　　科　33 歳

八戸　 藤松（阿弥陀川　78 歳

久慈　 清彦（瀬 辺 地79 歳

高松　 吉野（中　　 沢　64 歳

木村　いよ（瀬 辺 地　7ﾂ 歳

戸籍の

窓　口

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人
2
6

広　報　よ　も　ぎ　た

ん
で
お
り
ま
す
。
末
筆
な
が
ら
蓬

田
村
の
益
々
の
御
発
展
と
皆
様
の

御
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

9 月受付分
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